
『玄
文
止

諸
御
抄
出
処
』
解
題

大

平

宏

龍

此
の
度
、
当
研
究
所
所
員
、
平
島
盛
龍
師
に
よ
っ
て
日
隆
聖
人
の

『玄
文
止

諸
御
抄
出
処
』
が
翻
印
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

無
論
、
こ
れ
ま
で
未
刊
で
あ
り
、
管
見
に
お
い
て
、
所
写
本
も
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
、
本
抄
を
隆
師
研
究
の
為
の
資
料
と
し

て
御
紹
介
で
き
る
の
は
誠
に
喜
ば
し
い
。

本
抄
は
、
隆
師
が
制
作
さ
れ
た
文
献
で
は
あ
る
が
、
著
作
で
は
な
い
。
内
容
か
ら
み
て
メ
モ

・
覚
え
書
き
の
類
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
作
成
の
目
的
は
、
恐
ら
く
隆
師
の

『玄
文
止
三
大
部
略
大
意
抄
』
を
著
作
す
る
に
当

っ
て
の
準
備
の
為
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
類
す
る
文
献
と
し
て
は
、
本
能
寺
蔵
の

『文
句
要
伝
』
（隆
師
自
筆
の
内
題
は

『文
句
の
下
』
〈文
句
の
し
も
と

が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
天
台
大
師
の

『法
華
文
句
』
第

一
巻
か
ら
第
十
巻
ま
で
に
つ
い
て
、
順
次
、
そ
の
内
容
と
関
連
す
る
内
容
を
も
つ
宗
祖

御
遺
文
を
列
挙
し
、
あ
る
場
合
に
は
、
御
遺
文
中
の

一
節
を
抄
録

・
取
意
等
し
て
記
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
筆
跡
の
こ
と

も
勘
案
し
て
、
恐
ら
く

『本
門
弘
経
抄
』
述
作
に
当

っ
て
の
準
備
の
為
と
推
測
さ
れ
る
。
『玄
文
止

諸
御
抄
出
処
』
は
、
天
台
三
大

部
の
全
体
あ
る
い
は
部
分
的
内
容
に
関
連
せ
る
日
蓮
聖
人
御
遺
文
の
名
称
あ
る
い
は
該
当
内
容
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
筆
跡
の

こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
恐
ら
く

『三
大
部
略
大
意
抄
』
の
著
作
に
当

っ
て
の
準
備
の
為
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
、
宗
祖
御
遺
文
を
能
照
能
開
と
し
て
解
釈
す
る
為
で
、
隆
師
の
方
法
論
を
実
施
し
た
具
体
的
産
物

で
あ
ろ
う
。
隆
師
の
著
述
の
成
立
過
程
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
の

一
と
し
て
、
貴
重
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。



な
お
本
抄
に
は
紙
背
文
書
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
今
後
の
検
討
に
ま
ち
た
い
。

以
下
、
注
意
さ
れ
る
点
を
箇
条
書
と
す
る
。

①
通
称
　
な
し
。
但
し
外
題
は
本
興
寺
二
十
八
世
日
顕
師

（
一
六
三
三
～

一
六
八
九
）
に
よ
っ
て

『玄
文
止
並
諸
御
書
出
所
』
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
名
称
は
後
述
の
如
く
、
隆
師
真
蹟
の
内
題
が
あ
る
上
に
、
内
容
的
に
も
不
適
当
で
あ
る
。

②
具
名
　
玄
文
止
諸
御
抄
出
処

（真
蹟
）

③
異
称
　
な
し

④
巻
数
　
一
巻

⑤
著
書
　
慶
林
坊
日
隆

（
一
三
八
五
～

一
四
六
四
）

⑥
著
作
年
　
不
明
。
但
し

『宗
要
集
』
冨
一大
部
略
大
意
抄
』
の
筆
致
に
よ
く
似
て
お
り
、
筆
の
震
え
も
み
ら
れ
る
故
に
、
隆
師

晩
年
に
近
い
頃
か
。

⑦
真
蹟
存
否
　
真
蹟
存
。
紙
背
文
書
が
確
認
で
き
る
。

③
法
量
　
本
紙
の
部
分
で
二
九

・
○
×
二
四
三

・
○
糧

⑨
形
態
　
現
形
態
は
巻
子
本
。
も
と
は
冊
子
本
か
。

⑩
所
蔵
　
尼
崎
市
大
本
山
本
興
寺

⑪
自
著
の
引
用
　
な
し

⑫
目
録
　
日
顕
編

『御
聖
教
惣
目
録
』
翁
桂
林
学
叢
』
第
四
号
、
昭
和
三
八
年
）

本
興
寺
刊

『大
本
山
本
興
寺
寺
宝
目
録
』
平
成
三
年
、　
一
五
頁

⑬
古
写
本
　
未
詳

介
料
紹
介
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⑭
刊
本
　
未
刊

⑮
内
容
　
末
法
日
蓮
聖
人
の
立
場
す
な
わ
ち
天
台
内
鑑
本
密
の
三
大
部
を
ど
う
読
み
解
く
か
の
用
意
と
し
て
、
天
台
三
大
部
に
関

す
る
宗
祖
御
遺
文
の
名
称
と
、
そ
の
言
及
を
集
成
し
た
も
の
。
従

っ
て
題
名
は

「天
台
三
大
部
の
全
体
あ
る
い
は
部
分
的
内

容
に
関
連
す
る
宗
祖
遺
文
の
該
当
箇
所
」
の
意
か
。

⑩
参
考
文
献
　
大
平
宏
龍
稿

「
『文
句
要
伝
』
『玄
文
止
諸
御
抄
出
処
』
考
」
翁
興
隆
学
林
紀
要
』
第
五
号
、
平
成
三
年
三
月
）
。

大
平
宏
龍
稿

「日
隆
聖
人
教
学
成
立
の
資
料
　
を不
祖
御
遺
文
に
つ
い
て
」
翁
桂
林
学
叢
』
第
八
号
、
昭
和
四
九
年
年
九
月
）

⑫
備
考
　
同
様
の
文
献

『文
句
要
伝
』
と
あ
わ
せ
て
内
容
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の

『文
句
要
伝
』

に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
浅
井
園
道
撰

『法
華
品
類
日
蓮
遺
文
抄
』
（山
喜
房
佛
書
林
、
昭
和
六
三
年
）
が
あ
る
。

付
記
　
今
回
の
翻
印
に
関
し
て
は
、
大
本
山
本
興
寺
御
貫
首
小
西
日
邊
狙
下
の
御
快
諾
を
頂
き
ま
し
た
。
隆
師
研
究
の
進
展
の
為
に

本
興
寺
様
の
御
配
慮
に
甚
深
の
謝
意
を
表
す
る
所
で
す
。


